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会　計

一般会計

簡易水道事業会計

下水道事業会計

老健事業会計

水道事業会計

病院事業会計

残高合計

残　高

125億  259万円

1億8158万円

28億2605万円

180万円

11億2812万円

5億5565万円

171億9579万円

収 益 的 収 入

資 本 的 収 入

一般会計からの
負 担 金

業 務 量

12億9729万円

2億2753万円

収益的支出

資本的支出

入院患者延べ  10,236人（1,267人減）
外来患者延べ  36,674人（330人減）

13億1844万円

2億2753万円

6億8000万円

病院事業会計

収 益 的 収 入

資 本 的 収 入

一般会計からの
負 担 金

業 務 量

収益的支出

資本的支出

給水人口　7,753人（196人減）
給水戸数　5,141戸（26戸減）
配水量　　1,216,091㎥（53,883㎥減）

3億1510万円

8885万円

3911万円

水道事業会計

2億7834万円

2億3675万円

　

実
際
に
は
、
町
の
貯
金
で
あ
る
基
金
を

約
11
億
8
0
9
8
万
円
取
り
崩
し
て
の
黒

字
で
あ
る
た
め
、
仮
に
こ
の
基
金
を
取
り

崩
さ
な
か
っ
た
場
合
は
、
約
5
億
6
1
4

1
万
円
の
赤
字
だ
っ
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

令
和
4
年
度
地
方
交
付
税
の
う
ち
普
通

交
付
税
は
前
年
度
比
0
・
4
％
増
の
39
億

7
0
7
1
万
円
と
な
り
、
特
別
交
付
税
に

お
い
て
は
前
年
度
比
0
・
8
％
増
の
5
億

2
9
6
4
万
円
と
な
り
ま
し
た
。
そ
の
結

果
、
他
の
臨
時
財
政
需
要
へ
の
対
応
に
よ

る
基
金
の
取
り
崩
し
で
収
支
の
均
衡
を
図

る
決
算
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
後
も
限
ら
れ
た
財
政
を
有
効
に
活
用

し
て
、
町
民
サ
ー
ビ
ス
を
行
う
た
め
に
、

一
層
の
財
政
改
革
の
取
り
組
み
を
推
進
し

て
、
財
政
運
営
に
あ
た
っ
て
い
き
ま
す
。

町
の
自
主
財
源
は   

・
4
％

　

歳
入
に
は
、
町
が
独
自
に
確
保
で
き
る

『
自
主
財
源
』と
国
や
道
な
ど
か
ら
交
付
さ

れ
る『
依
存
財
源
』が
あ
り
ま
す
。
自
主
財

源
は
町
の
財
政
力
を
図
る
目
安
と
な
り
ま

す
。
こ
の
自
主
財
源
に
あ
た
る
町
税
や
使

用
料
、
手
数
料
、
負
担
金
、
分
担
金
、
財

産
収
入
な
ど
が
多
い
ほ
ど
、
町
の
財
政
力

が
高
い
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

令
和
4
年
度
の
一
般
会
計
の
自
主
財
源

は
約
41
億
5
2
7
6
万
円
で
、
歳
入
全
体

の
34
％
と
な
り
、
残
り
の
66
％
は
国
や
道

か
ら
の
交
付
金
や
補
助
金
、
そ
し
て
長
期

借
入
金
な
ど
で
賄
っ
て
い
ま
す
。
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基 金 等 合 計

　特定防衛施設周辺整備調整交付金事業基金

北海道市町村備荒資金組合普通納付金

当該調整交付金を活用する継続事業の財源のための基金

将来の災害に備えるための積立金

1億  741万円

1億2046万円

　森林環境譲与税基金

　町営住宅敷金利子基金

　ふるさと納税基金 寄附金を7つの事業に活用するための基金    4億2223万円

　環境保全基金

　まちおこし基金

　老人福祉基金

　地域づくり推進基金

特定目的基金等  10億1086万円

北海道市町村備荒資金組合超過納付金

減債基金

森林整備、林業振興事業の財源のための基金

町営住宅共同施設の建設等の財源のための基金

環境への負荷軽減、環境保全活動の財源のための基金

地域活性化、地域振興事業の財源のための基金

老人福祉を推進する事業の財源のための基金

地域づくりを行う事業の財源のための基金

災害など将来の財政需要に備えるための積立金

町債償還に必要な財源のための基金

基 金 等 目 的

年度間の財政不均衡を調整する財源のための基金

基 金 等 名 称

財政調整基金

基 金 等 残 高

31億8429万円

  3512万円

    135万円

   5460万円

   2595万円

再編関連訓練移転等交付金事業基金 当該交付金を活用する継続事業の財源のための基金    1136万円

    725万円

   2億2513万円

11億2533万円

5億3700万円

5億1110万円

特
定
目
的
基
金
等
内
訳

※北海道市町村備荒資金組合は、災害などが起きたときに復旧・復興を進める財源が不足することのないよう、あらかじめ資金を積み立てて
　おくための、道内全ての市町村で組織する一部事務組合です。

各 基 金 等 の 残 高

町
民
一
人
あ
た
り
の

借
金
は
約
1
4
7
万
円　
　
　

貯
金
は
約　

万
6
千
円

　

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
上
で
、
道
路
や

学
校
な
ど
の
大
型
事
業
を
行
う
場
合
、
町

税
だ
け
で
は
賄
う
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

　

こ
の
た
め
、
財
源
の
一
部
と
し
て
町
が

借
り
入
れ
た
町
債
の
残
高
は
、
令
和
4
年

度
末
で
約
1
2
5
億
円
で
、
前
年
度
か
ら

減
額
と
な
り
、
町
民
一
人
あ
た
り
に
換
算

し
た
場
合
、
約
1
4
7
万
円
と
な
り
、
前

年
度
か
ら
3
万
円
の
増
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
公
債
費
（
町
債
の
元
金
お
よ
び

利
息
の
返
済
に
要
す
る
経
費
）
は
約
10
億

円
で
、
同
じ
く
一
人
あ
た
り
に
換
算
し
た

場
合
、
約
12
万
円
を
一
年
間
で
返
済
し
た

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

一
方
、
町
の
貯
金
と
い
え
る
基
金
な
ど

の
総
額
は
、
令
和
4
年
度
末
で
約
32
億
円

で
す
が
、
特
定
の
目
的
に
使
途
が
限
定
さ

れ
て
い
る
基

金
な
ど
を
除

い
た
額
は
約

22
億
円
で
、

一
人
あ
た
り

に
換
算
し
た

場
合
、
約
26

万
円
と
な
り

ま
し
た
。

34

25

自
主
財
源
の
確
保
も

基
金
の
取
り
崩
し
で
収
支
均
衡

　

令
和
4
年
度
は
、
厚
岸
町
の
歳
入
全
体

の
大
き
な
割
合
を
占
め
る
地
方
交
付
税（
令

和
4
年
度
で
は
約
37
・
3
％
）
が
、
前
年

度
比
0
・
5
％
増
の
45
億
35
万
円
と
な
り

ま
し
た
。
ま
た
、
自
主
財
源
で
あ
る
町
税

の
現
年
課
税
収
納
率
が
99
・
25
％
（
対
前

年
度
比
0
・
0
1
％
の
増
）
と
な
り
、
町

税
全
体
の
収
納
額
と
し
て
は
、
前
年
度
比

1
・
3
％
増
の
11
億
2
4
8
3
万
円
と
な

り
ま
し
た
。
歳
入
全
体
と
し
て
は
、
前
年

度
比
2
・
4
％
減
の
1
2
0
億
6
9
2
4

万
円
と
な
り
ま
し
た
。

　

一
方
歳
出
に
お
い
て
は
、
令
和
4
年
度

の
重
点
施
策
と
し
て
位
置
付
け
た
防
災
・

減
災
対
策
で
は
、
大
型
防
災
備
蓄
倉
庫
と

併
設
す
る
厚
岸
消
防
団
第
4
分
団
消
防
庁

舎
を
建
設（
1
億
8
3
2
4
万
円
）し
た
ほ

か
、
今
後
予
想
さ
れ
る
大
規
模
災
害
に
備

え
、（
仮
称
）防
災
交
流
セ
ン
タ
ー
建
設
に

向
け
た
基
本
設
計（
3
3
0
万
円
）や
、
役

場
庁
舎
非
常
用
発
電
設
備
整
備
の
た
め
の

実
施
設
計（
1
0
9
8
万
円
）を
行
い
ま
し

た
。

　

環
境
対
策
で
は
、

脱
炭
素
社
会
の
実
現

に
向
け
て
、
再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
資
源

量
や
将
来
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
消
費
量
な
ど
を

踏
ま
え
た
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
導
入
目
標
計
画
を
策
定
（
9

8
8
万
円
）
し
ま
し
た
。

　

観
光
振
興
策
で
は
、
ふ
る
さ
と
納
税
の

寄
付
者
へ
の
返
礼
品
制
度
に
よ
る
厚
岸
町

の
特
産
品
の
P
R
と
、
地
場
産
品
の
需
要

拡
大
を
図
っ
た（
4
億
7
7
8
3
万
円
）ほ

か
、
あ
っ
け
し
望
洋
台
お
よ
び
J
R
厚
岸

駅
構
内
に
観
光
案
内
看
板
を
整
備
（
1
4

2
6
万
円
）
し
ま
し
た
。
ま
た
、
町
内
宿

泊
者
へ
の
宿
泊
費
補
助
や
応
援
券
の
配
付

（
1
億
3
5
3
2
万
円
）を
行
い
観
光
客
の

誘
客
を
図
り
ま
し
た
。

　

そ
の
ほ
か
で
は
、
町
民
の
健
康
増
進
や

ス
ポ
ー
ツ
振

興
、
合
宿
誘

致
の
た
め
多

目
的
屋
内
ス

ポ
ー
ツ
施
設

を
建
設
（
1

億
1
6
6
0

万
円
）
し
た

ほ
か
、
赤
潮

に
よ
り
多
大

な
被
害
を
受

け
た
ウ
ニ
の
生
育
環
境
整
備
や
種
苗
放
流

へ
の
支
援（
1
7
4
2
万
円
）、
町
民
要
望

の
多
い
町
道
の
改
良
舗
装
・
補
修
や
除
雪

な
ど
の
道
路
維
持
管
理
（
7
億
6
9
5
2

万
円
）な
ど
を
実
施
し
、
歳
出
全
体
で
は
、

前
年
度
比
2
・
8
％
減
の
1
1
4
億
2
2

5
1
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

　

令
和
4
年
度
は
実
質
収
支
6
億
1
9
5

7
万
円
の
黒
字
決
算
と
な
り
ま
し
た
。

町　債 企 業 会 計


